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詩篇第五巻 都上りの詩 

詩篇132篇 
 

詩篇132篇、都上りの歌の中の一番重要なものです。都上りの歌は、120篇から134篇。
短い詩篇が並んでいますけれど132篇だけは長いです。132篇は都上りのそのシャロー
ム。平和と平安の祝福、詩篇の中の何故シャロームが与えられるのか、何がシャローム
なのか、ということが短く鍵になっている詩篇ということです。 

132篇は、他の詩篇よりも同じ言葉に色を塗ると繰り返し出て来る言葉が多いです。
そして、はっきりとした対比がある詩篇になっています。 

例えば、10節の「油注がれた者の顔を後ろへ向けないでください」ということと「主
は取り消さない、取り消すことのない真理である」という、戻さない、戻さないという
のが同じ言葉だったり、12節の「とこしえにあなたの位につくであろう」あなたの位
に住むという言葉とわたしはそこに住もうという「住む」という言葉が関係していたり、
並行していたりというようなところも見てくださいね。 

それと、（9節）「祭司は義を身にまとい」、祭司は救いを着ている、それに対して18
節で、「敵は恥を着ている、恥を着せる」、それは、ヘブル語でも着せるなんだね。そ
のまま着るという言葉が並行しています。ということで、よく見て比べてください。 
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それと、元々のダビデが主の家を求める、一つのことを主に願うということです。そ
の願いは、第2サムエル7章に書かれています。第2サムエル7章12節から16節。そのこ
とを要約している形で（詩篇132）11節から12節までがあります。その祈りに対しての
応答ということで、ダビデの子であるソロモンが神殿を建てました。神殿を建てて御力
の箱が神殿に来ましたと言って、ソロモンが神殿を捧げる祈りをする。それが第2歴代
誌6章に書かれています。第2歴代誌6章で祈りを捧げるのですけれど、天でこれを聞い
て答えてくださいという祈りの最後のところ、40節から42節。その箇所が（詩篇132）
8節から10節の中に「そこで今、神、主よ。あなたもあなたの御力の箱も立ち上がって、
休み所におはいりください。神、主よ。あなたの祭司たちの身に救いをまとわせてくだ
さい。あなたの聖徒たちにいつくしみを喜ばせてください。神、主よ。あなたに油注が
れた者たちの顔を退けないでください。」というところまでが10節です。 

最後に「あなたのしもべダビデの忠実なわざの数々を思い起こしてください。」とい
う文章があるのですけれど、それはここには入っていないのです。それは、132篇の出
だし「思い出してください、ダビデのすべての苦しみを」ということで始まっています
ので、132篇の出だしは、第２歴代誌6章42節の最後の文章を受けているというところ
で、ここ（1節）からここ（10節）までで捧げる祈りだということがこれでも分かると
いうふうに言えます。 
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それで、そのような箇所を思い出しながら段落を分けると、ダビデが主に誓うことと、
主がダビデに誓ってくださるという大きな2つの段落の分かれているところがあります。
今言った歴代誌のところで囲まれている段落と、主がダビデに誓われたというところか
らの11節から。その中を2つずつに分けることができます。 

1から5、6から10、11から13なのか12なのかと言っていたのですが、11から13。14
から18。そして、それぞれの段落の終わりのところが次のところの始まりで応答してい
るような形で進んでいきます。 

最初の段落は御住まいを「見いだすまでは」と言って、今度「見いだした」と言って
始まります。「戻さないでください」と言って「戻しません」と言って始まります。「望
んだところに」「わたしは望みましたから」というふうに、終わりと始め、終わりと始
め、終わりと始めが並行している形で各段落が連携しています。 

最初は苦しみ、すべての苦しみから今度最後には冠の栄光が輝くということで、苦し
みから栄光へ、「見いだすまでは」「見出した」、「戻さないでください」「戻しませ
ん」というようにつながっている誓いの応答ということが全体の流れです。 

どの段落にも出ていることは、王について、家についてというダビデに約束された大
きな2つの祝福です。主は王である、ダビデの子が王となる。双方向ですね。家も主は
シオンに住んでくれる、それに対して住まわされた者は喜び歌う。それと王座に住む、
着くことになる。この2つ、王と民のことはシオンに住むことに対しての応答としての2
つ。この2つがないと、主はシオンに住んでいるということがわからない。もしくは、
主がシオンに住んでくださるならば、王となり民となる者たちがここに平和に住むこと
ができるということだと思います。 
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この（表）4つの段落の並行は、前半(1-5,6-10)はダビデが、後半(11-13,14-18)は主が
ということです。A(1-5)B(6-10)A(11-13)B(14-18)でいうと、この2つ[A(1-5)A(11-13)]の
組み合わせは誓う話。そして、こちら[B(6-10)B(14-18)]誓いが果たされることの中に、
2つです。王の話と家の話、安息の場所と主の栄光。クロスしているところでは、真ん
中の2つは御力の箱という言い方で契約の箱のことを言いますね。立ち上がってくださ
いと。契約の箱の話と、私の契約と私の教える私のさとしを守るならばということで契
約の箱のつながり。それと、1から5のところは、わたしは寝ません、休みませんとい
うことに対して、シオンの食物で豊かに満たしてくださるというその並行がクロスのと
ころにあると思います。 

ただ、ことばのつながりだけではなくて、休む、休まない、安息する、安息のことば
の関連するところ、我が家と住まいとか、主の足台と御力の箱が同じ意味とか、それは、
第1歴代誌28章ですね。立ち上がってくださいという言い方で契約の箱を思い出すとか
関連することばもありますし、特に89篇のダビデの誓いということで、132篇と同じよ
うな内容になっていますけれど、89篇は第３巻の鍵になっている詩篇です。第３巻は主
の家について、主がエルサレムに住んでくださる、都についての巻きものですけど、そ
の中心となるものもダビデの誓いの詩篇。 

この都上りのシャロームの祝福、エルサレムの祝福、シオンに住むことの祝福の詩篇
の土台になっているのも契約の誓いの詩篇であるということで、132篇を言ってこれを
覚えながら、都上りの詩篇120篇から134篇までのつながりをどうなのかということを
見ていかなくてはなりません。 
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